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「も
の
忘
れ
外
来
」
の
す
す
め

目
　
次

は
じ
め
に
　
３

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

【事
例
】―
―

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
（Ａ
Ｄ
）と
と
も
に
生
き
て
１３
年
、
今
も
在
宅
で
お
だ
や
か
に

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
「か
か
り
つ
け
医
が
出
番
」
の
時
代
を
鮮
明
化
　
２２

０
旧
プ
ラ
ン
か
ら
新
プ
ラ
ン
ヘ
　
　
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

○
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
　
　
基
本
的
考
え
方
・
７
本
柱
　
２３

０
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
に
ま
す
ま
す
の
期
待
が
　
２５

０
若
年
性
認
知
症
施
策
、
介
護
者

（家
族
）
の
支
援
、
地
域
づ
く
り
な
ど
　
２６

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

「も
の
忘
れ
外
来
」
、
四
つ
の
特
徴
　
２７

０
認
知
症
は
根
治
で
き
な
い
生
活
障
害
病
、
か
か
り
つ
け
医
の
″得
意
分
野
″　
２７



第

○
特
徴
①
　
敷
居
が
低
い
、
継
続
的
受
診

（対
応
）
が
可
能
　
２８

０
特
徴
②
　
認
知
症
の
人
の
全
身
管
理
、
生
活
管
理
が
行
え
る
　
帥

○
特
徴
③
　
家
族

（介
護
者
）
も

一
緒
に
診
て
い
く
　
３‐

○
特
徴
④
　
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
支
援
、
地
域
づ
く
り
の

「拠
点
」
に
な
れ
る
　
３２

か
か
り

つ
け
医
の

「も
の
忘
れ
外
来
」
、
全
国
各
地

で
取
り
組
も
う
　
３３

０
最
初
は
隔
週
１
回
で
も
始
め
よ
う
、
「も
の
忘
れ
外
来
」

３３

０
間
診
や
検
査

（認
知
機
能
評
価
テ
ス
ト
）
な
ど
の
セ
ッ
ト
を
準
備
。
初
診
に
使
用
で
き
ま
す
　
３４

０
医
師
に
よ
る
診
察
室
で
の
間
診
や
診
察

（
「初
診
時
カ
ル
テ
記
載
項
目
」
の
利
用
も
）

３５

０
相
談
員

（相
談
担
当
看
護
師

・
保
健
師
）
の
配
置
が
理
想
的
　
３７

か
か
り
つ
け
医

貧
般
医
・総
合
医
）
の
出
番
①

一一・一一一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・・一一・一一一．．´

急
増
す
る
認
知
症
、
外
来
の
「
門
戸
」
を
よ
り
広
げ
、
早
期
対
応
へ
　
４０

０
か
か
り
つ
け
医
の

「も
の
忘
れ
外
来
」
が
草
の
根
で
認
知
症
パ
ニ
ッ
ク
を
抑
制
す
る

〇
認
知
症
は
日
頃
診
て
い
る
生
活
習
慣
病
患
者
さ
ん
か
ら
発
症
す
る
　
４．

大場敏明



〇
若
年
性
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
　
４３

【事
例
】―
１

２５
歳
で
「も
の
忘
れ
外
来
」
を
受
診
し
た
Ｏ
Ｌ
　
４５

「も
の
忘
れ
外
来
穴
認
知
症
診
察
）
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
　
４６

①
心
配
に
な
っ
て
本
人
が

一人
で
受
診

（
「独
り
受
診
」
の
方
）

４６

【事
例
】―
―

作
業
が
遅
く
な
っ
た
Ａ
Ｄ
初
期
の
陶
芸
作
家
　
４７

【事
例
】―
―

食
品
会
社
の
社
長
さ
ん
　
４９

②
家
族
が
心
配
し
て

（家
族
に
付
き
添
わ
れ
て
）
受
診
　
５０

【事
例
】―
Ｉ

Ａ
Ｄ
初
期
の
お
ひ
と
り
様
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
利
用
　
５．

【事
例
】―
―

独
居
の
７７
歳
、
通
院
と
通
所
の
相
乗
効
果
で
明
る
い
暮
ら
し
　
５３

③
隣
近
所
や
友
人
、
民
生
委
員
に
付
き
添
わ
れ
て

（増
え
て
い
る
″お
ひ
と
り
さ
ま
認
知
症
し

【事
例
】―
―

治
療
開
始
か
ら
３
年
、
「お
ひ
と
り
さ
ま
」
で
も
元
気
で
過
ご
す
　
５６

④
介
護
事
業
所
か
ら
の
紹
介
、
脳
ド
ッ
ク
・認
知
症
検
診
か
ら
の
受
診
　
５８

【経
験
談
　
谷
日
聡
医
師
。た
に
ぐ
ち
フ
ξ
ミ
リ
ー
ク
リ
一ラ
ク
院
長
全
般
内
科
。消
化
器
内
科
と
　
５９

【事
例
】―
―

強
い
クぽ
っ
く
り
願
望
″　
家
族
で
支
え
る
ご
本
人
の
不
安
　
６３

敷
居
が
低
く
、
支
援
継
続
に
つ
な
げ
る

「か
か
り
つ
け
医
の
も
の
忘
れ
外
来
」

６６

０
受
診
者
の
抱
く
医
師
へ
の
イ
メ
ー
ジ
、
町
医
者
に
徹
す
る
　
６６

０
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
雰
囲
気
し
空
気
″
に
も
気
を
配
る
　
６７

０
受
診
を
嫌
が
る
認
知
症
疑
い
の
方
に
は

「健
康
診
断
で
す
」
と
誘
っ
て
み
る
　
６８

０

「受
診
は
〃絶
対
拒
否
」

と
い
う
認
知
症
の
人
の
場
合
　
６９



「治
る
認
知
症
」
は
か
か
り
つ
け
医
が
早
期
に
診
断
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
に
つ
な
げ
る

○
治
る
認
知
症
を
早
期
診
断
・早
期
対
応
　
７０

【事
例
】―
―

画
像
検
査
で
即
診
断
、
手
術
で
完
治
の
硬
膜
下
血
腫
　
７．

【事
例
】―
―

認
知
症
悪
化
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ２
不
足
の
関
与
も
　
７２

か
か
り
つ
け
医

貧
般
医
・総
合
医
）
の
出
番
②

認
知
症
の
人
の
「心
身
お
よ
び
生
活
の
全
体
」
を
診
て
い
く
　
７６

０
認
知
症
の
基
礎
疾
患
・生
活
習
慣
病
な
ど
に
も
要
注
意
　
７６

【事
例
】―
―

糖
尿
病
悪
化
の
中
で
認
知
症
発
症
、
全
身
管
理
の
重
要
性
　
７７

０
困
っ
て
い
る
こ
と
の
解
決
の
た
め
に
、
介
護
や
地
域
へ
つ
な
げ
て
い
く

○
認
知
症
で
も
家
庭
や
社
会
で
の
役
割
を
　
　
重
要
な
自
立
生
活
支
援

【事
例
】―
―

今
ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
。生
活
を
、
で
き
る
限
り
続
け
る
　
８０

０
家
庭
で
も
介
護
の
場
で
も
、
食
生
活
自
立
支
援
を
意
識
的
に
追
求
　
８２

【事
例
】―
―

認
知
症
に
な
っ
て
も

「仕
事
」
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
　
８３
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〇
生
活
リ
ハ
ビ
リ
と
回
想
法
の
活
用
　
８４

０
適
度
な
運
動
と
脳
ト
レ
も
有
効
　
８５

【事
例
】―
―

も
の
忘
れ
が
出
て
も
、
哲
学
書
を
愛
読
　
“

【経
験
談
。松
山
公
彦
医
師
。み
さ
と
健
和
ク
リ
一ラ
ク
所
長
全
般
内
科
・腎
内
科
こ
　
８８

【事
例
】―
―

趣
味
の
俳
句
を
４０
余
年
、
い
ま
自
分
史
に
取
り
組
む
　
９３

【事
例
】―
―

趣
味
（絵
、
葦
ペ
ン
画
）を
楽
し
み
、
自
立
支
援
ケ
ア
で
生
き
生
き
　
９４

認
知
症
で
起
こ
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
へ
の
対
処
　
９５

０
認
知
症
の
中
核
症
状
と
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
　
９５

０
レ
ビ
ー
小
体
病
に
多
い
幻
視
　
９６

【事
例
】―
―

幻
視
は
本
人
に
は
見
え
て
い
る
。
否
定
し
な
い
、
叱
ら
な
い
　
９７

０

Ｂ

Ｐ

Ｓ

Ｄ

が

強

い

Ｆ

Ｔ

Ｄ

　

９８

０
処
方
を
見
直
し
、
薬
剤
性
の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
を
改
善
す
る
　
９９

認
知
症
ケ
ア
・自
立
生
活
ケ
ア
ヘ
つ
な
げ

る
重
要
性

　
・ｏｏ

Ｏ
そ
の
方
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
の
認
知
症
ケ
ア
を
医
師
と
し
て
も
見
極
め
て
い
く
　
・ｏ

Ｏ
″画
期
的
な
〃
試
み
、
認
知
症
の
方
の
情
報
の
法
人
内

「多
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

【事
例
】―
―

認
知
症
発
病
、
いア
イ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
か
ら
利
用
者
に
　
朗
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そ
の
人
ら
し
い
生
活
と

人
生
を
つ
な
ぐ

家
族
の
支
援
、
相
談
員
の
重
要
性

介
護
は
も
ち
ろ
ん
、
治
療
に
お
い
て
も
家
族
の
役
割
は
大
き
い
　
‐ｏ８

０
介
護
し
て
い
る
家
族
は
認
知
症
の
人
の
頼
り
の
綱
　
・ｏ８

０
認
知
症
の
人
の
変
化
を
す
ぐ
に
受
診
に
結
び
つ
け
る
　
・０９

０
薬
の
効
果
や
副
作
用
を
観
察
す
る
の
も
介
護
家
族
　
・ｌｏ

Ｏ
単
な
る
老
化
現
象
で
片
づ
け
な
い
、
ま
た
、
安
易
に
精
神
疾
患
と
考
え
な
い
　
Ш

【事
例
】―
―

う
つ
病
の
薬
を
や
め
た
ら
元
気
に
な
り
、
認
知
機
能
も
正
常
に
な
っ
た
　
・１２

「も
の
忘
れ
外
来
」
が
介
護
家
族
も
守

っ
て
い
く
　
Ⅲ

Ｏ
夫
婦
、
親
子
の
関
係
。
ス
ト
レ
ス
・
心
労
・
イ
ラ
イ
ラ
の
増
幅

（血
圧
上
昇
、
糖
尿
病
悪
化
、

イ
ラ
イ
ラ
食
事
、
や
け
食
い
）

・１４

０
認
知
症
予
備
軍
と
し
て
の
家
族
　
‐１７

０
相
談
員
の
重
要
性
　
　
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
の
援
助
・
ア
ド
バ
イ
ス
　
‐１８

【事
例
】―
―

ご
本
人
に
納
得
し
て
診
察
・検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
　
・２０

【事
例
】―
―

認
知
症
の
人
の
イ
ラ
イ
ラ
は
家
族
と
と
も
に
治
し
て
い
く
　
‐２２



【事
例
】―
―

認
知
症
に
な
っ
て
自
動
車
の
運
転
を
や
め
た
が
…
…
　
・２

訪
問
診
療
に
つ
い
て
（大
場
敏
明
・執
筆
）

・２５

０
訪
問
診
療
で
も
認
知
症
の
人
を
支
え
て
い
く
　
‐２

０
認
知
症
の
在
宅
療
養
に
つ
い
て
　
・２６

【事
例
】―
―

若
年
性
認
知
症
で
不
穏
。拒
食
な
ど
、
胃
療
で
在
宅
療
養
が
可
能
に
　
‐２８

在
宅
や
施
設
で
の
看
取
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
医
療
と
介
護
　
・３０

０
今
後
増
え
て
く
る
、
自
宅
で
の

「看
取
り
」

‐３

【事
例
】―
―

認
知
症
の
人
の
末
期
が
ん
、
最
期
は
自
宅
で
家
族
に
看
取
ら
れ
て
…
…
　
・３．

「家
族
会
」
と
い
う
支
え
合
い
と
情
報
交
換
と
学
び
の
場
を
組
織
す
る
、
活
用
す
る
　
・３４

０
家
族
会
や
認
知
症
カ
フ
ェ
で
励
ま
し
合
う
、
支
え
合
う
　
・３４

０

「も
の
忘
れ
外
来
」
か
ら
家
族
会
を
発
足
　
・３６

０
教
育
の
場
と
し
て
の
家
族
会
（経
験
の
伝
達
、家
族
か
ら
の
情
報
が
ス
タ
ッ
フ
や
医
師
の
学
び
に
）

【事
例
】―
―

認
知
症
の
人
の
望
む
環
境
調
整
で
、
激
し
い
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
も
安
定
へ
　
・３９

【事
例
】―
―

認
知
症
の
人
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
人
間
関
係
と
生
活
環
境
を
整
え
る
　
・４３
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一．　
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
支
援
へ
の
「要
∵

調
整
役
と
し
て
の

「も
の
忘
れ
外
来
」

認
知
症
の
人
が
輝
け
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
　
・４８

０
よ
り
良
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
支
援
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
　
‐４８

０
認
知
症
の
人
が
望
む
生
活
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
　
‐４９

０
地
域
が
認
知
症
の
人
と
と
も
に
普
通
に
暮
ら
す
た
め
に
は
　
・５．

認
知
症
の
人
の
「地
域
で
の
生
活
」
を
支
え
て
…
…
と
も
に
暮
ら
す
町
づ
く
り
　
・５２

０
認
知
症
の
人
の
環
境
は
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
　
・５２

０
普
通
に
自
然
に
当
た
り
前
に
認
知
症
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
地
域
に
　
・５３

０
三
郷
市
在
宅
医
療
・
認
知
症
医
療
研
究
会
に
介
護
・地
域
関
係
者
も
参
加
し
連
携
を
強
化

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
　
・５６

認
知
症
の
人
も
積
極
的
に
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
　
・５８

０
認
知
症
の
人
も
人
生
の
豊
か
な
経
験
者
　
・５８

０
認
知
症
の
人
が
地
域
に
貢
献
す
る
　
・５９

…
…
コ
ラ
ム
　
認
知
症
の
人
自
身
も
地
域
に
貢
献
し
よ
う
　
‐６０



○
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
（認
知
症
カ
フ
ェ
）

・６．

…
…
コ
ラ
ム
　
認
知
症
の
人
の
「働
く
」
を
支
援
　
・６２

０
認
知
症
の
人
自
身
が
参
画
し
て
プ
思
ア
ュ
ー
ス
し
て
い
く
　
‐６

０

「も
の
忘
れ
外
来
」
で
早
期
発
見
し
た
認
知
症
の
人
を

「カ
フ
ご

に
　
・６５

地
域
立
脚

で
行
う
初
期
救
急
対
応

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
と

「も
の
忘
れ
外
来
∵
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
　
・６６

０

「
つ
な
ぐ
支
援
」
、
認
知
症
医
療
と
介
護
の
包
括
的
シ
ス
テ
ム
　
・６６

０
緊
急
の
問
題
に
迅
速
に
対
応
　
‐６７

０
緊
急
事
態
に
求
め
ら
れ
る

「初
期
集
中
支
援
の
対
応
」

・６８

０
医
師
が
診
断
し
て
、
そ
の
後
を
手
配
す
る
　
Π

Ｏ
関
係
者
会
議
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
支
援
を
継
続
し
て
い
く
　
・７３

…
…
コ
ラ
ム
　
「も
の
忘
れ
外
来
」
と
介
護
事
業
所
の
連
携
で
、
拒
否
か
ら
通
所
へ
　
・７４

【経
験
談
。宮
本
洋
二
医
師
。み
さ
と
健
和
団
地
診
療
所
】

・７６

福
岡
県
大
牟
田
市
で
始
ま

っ
た
、
「徘
徊
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
取
り
組
み
　
・８０

認

知

症

Ｓ

Ｏ

Ｓ

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

模

擬

訓

練

～

「徘
徊
」
２

一一口葉
を
使
わ
な
い
大
牟
田
の
取
り
組
み
～
　

‐８



か
か
り
つ
け
医
の
「も
の
忘
れ
外
来
」

時
代
が
求
め
る
「課
題
」
と

成
功
さ
せ
る
「極
意
」
に
つ
い
て

い
ま
求
め
ら
れ
る
課
題
　
早
期
発
見
・早
期
対
応
、
「認
知
症
予
防
」
、

地
域

「包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
　
・８６

０
Ｍ
Ｃ
Ｉ
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
理
想
　
‐８６

０

一般
外
来
で
の
認
知
症
早
期
発
見
　
・８７

０
地
域
ご
と
の

「包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
を
　
・８８

０
医
師
へ
の
啓
発
、
医
師
自
身
の
勉
強
も
重
要
　
・８９

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

「も
の
忘
れ
外
来
」．の
三
つ
の
前
提
と
極
意
・
５
か
条
　
・９．

○
前
提
１
　
標
準
レ
ベ
ル
の
認
知
症
医
療
を
学
び
、
実
践
し
よ
う
　
・９．

○
前
提
２
　
画
像
検
査
・専
門
医
療
な
ど
の
医
療
連
携
も
重
要
　
・９２

０
前
提
３
　
真
髄
は
、
「そ
の
人
ら
し
い
生
活
と
人
生
を
支
え
る
」
と
も
に
歩
む
医
療
の
中
心
役

５
か
条
の
極
意
　
・９４

０
第
１
条
　
ホ
ッ
と
安
心
す
る
外
来
　
　
低
い
敷
居
　
・９４

０
第
２
条
　
ま
た
受
診
し
た
く
な
る
外
来
　
　
一
生
の
お
付
き
合
い
で
す
　
‐９５

大場敏明
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○
第
３
条
　
家
族
が
笑
顔
に
な
る
外
来

○
第
４
条
　
ユ
ー
モ
ア
で
笑
い
の
あ
る
外
来

○
第
５
条
　
ケ
ア
・
地
域
に
つ
な
げ
る
外
来

家
族
を
支
え

。
と
も
に
歩
む
　
・９６

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
も
　
・９８

１
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
支
援
の

「要
」
役

お
わ
り
に
　
２０２

●
巻
末
資
料
　
２０３


